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森林資源や設立年という条件を揃えて選んだ 4 つの CFUG（以下，C，S，K，D グループ）のどれにおいても，
















CFUG から分離し， CFUG は消費者としての決定を行っているといえる。ところが低い価格設定はコミュニ
ティ収入を減じ，コミュニティ林業が果たすべき生活改善という機能を損ねているといえよう。
審　査　の　結　果　の　要　旨
発展途上国の多くが，政府や伐採企業による森林経営に失敗したのち，コミュニティ林業を導入し，援助
団体もそれを奨励している。本研究は，森林にかかわる権限委譲がもっともすすんでいるとされるネパール
のコミュニティ林業において，権限委譲の次に生じうる問題を提起しているという点の新規性が評価された。
また既往研究の大半が，市場へのアクセスに欠き，自給的色彩の強い山地を対象としているのに対し，入植
者によって社会が構成され，商業伐採の行われている低地に着目したことによって，東南アジアなど他地域
にも応用しうる結果を導いている。
本研究は，近年の政治的混乱により，その存在が知られているのに比して現地調査による研究蓄積の少な
いネパールの林野管理について，貴重な情報をもたらしている。加えて，今後多様な方向に研究が発展しう
る可能性を有しており，その点もまた評価の対象となった。
よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
